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衆
議
院
議
員
中
島
隆
利
君
提
出
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
計
画
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

中
央
新
幹
線
の
具
体
的
な
ル
ー
ト
等
が
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
で
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

中
央
新
幹
線
に
係
る
電
力
調
達
計
画
に
つ
い
て
は
、
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
一
号
。
以

下
「
全
幹
法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
中
央
新
幹
線
の
建
設
主
体
を
指
名
し
た
後
に

お
い
て
、
当
該
建
設
主
体
に
よ
り
具
体
的
な
検
討
が
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

（
以
下
「
Ｊ
Ｒ
東
海
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
と
、
建
設
主
体
に
指
名
さ
れ
た
場
合
に
は
、
電
力
会
社
等
か
ら
供
給
を
受
け
る

こ
と
を
予
定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

山
梨
実
験
線
に
お
け
る
超
電
導
磁
気
浮
上
式
鉄
道
（
以
下
「
超
電
導
リ
ニ
ア
」
と
い
う
。
）
に
係
る
電
磁
界
の
測
定
結
果

に
関
す
る
資
料
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
、
本
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
の
交
通
政
策
審
議
会
陸
上
交
通
分
科
会
鉄
道
部

一



会
中
央
新
幹
線
小
委
員
会
（
以
下
「
交
政
審
小
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
、
現
在
、
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
と
、
山
梨
実
験
線
で
勤
務
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
海
社
員
に
つ
い
て
は
、

年
一
回
以
上
の
健
康
診
断
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
健
康
状
況
に
つ
い
て
、
電
磁
界
に
関
係
す
る
特
記
す
べ
き
事
柄
や
医
師

か
ら
の
指
摘
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
事
業
者
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
Ｊ
Ｒ
東
海
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、

国
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し
て
御
指
摘
の
調
査
は
依
頼
し
て
お
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
当
該
調
査
を
実
施
し
て
い
る
か
否
か
は
承

知
し
て
い
な
い
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
全
幹
法
第
六
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
中
央
新
幹
線
の
建
設
主
体
を
指
名

し
た
後
に
お
い
て
、
当
該
建
設
主
体
に
よ
り
具
体
的
な
検
討
が
な
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
対
策
に
か
か
る
費
用
」
が
何
を
指
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
平
成
二
十
年
十
月
二
十
二
日
に
独
立

二



行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
（
以
下
「
鉄
道
・
運
輸
機
構
」
と
い
う
。
）
及
び
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
提
出
さ

れ
た
地
形
、
地
質
等
に
関
す
る
調
査
報
告
書
に
お
い
て
は
、
赤
石
山
脈
・
伊
那
山
地
間
に
崩
壊
し
や
す
い
地
形
が
分
布
し
て

い
る
旨
の
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
建
設
費
の
試
算
が
示
さ
れ
て
い
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

ト
ン
ネ
ル
内
を
走
行
す
る
超
電
導
リ
ニ
ア
及
び
現
行
の
新
幹
線
に
関
す
る
非
常
時
の
避
難
方
法
や
地
震
へ
の
対
応
策
に
関

す
る
資
料
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
、
本
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
の
交
政
審
小
委
員
会
に
提
出
し
、
現
在
、
同
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
及
び
（
��
）
並
び
に
二
の
（
�
）
に
つ
い
て

中
央
新
幹
線
の
建
設
費
用
及
び
採
算
性
並
び
に
建
設
主
体
及
び
営
業
主
体
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
交
政
審
小
委
員
会
に
お

い
て
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

一
の
（
�
）
に
つ
い
て

中
央
新
幹
線
の
建
設
費
用
に
つ
い
て
は
、
金
利
、
物
価
そ
の
他
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
増
減
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
に
鉄
道
・
運
輸
機
構
及
び
Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
提
出
さ
れ
た
調
査
報
告
書

三



（
以
下
「
調
査
報
告
書
」
と
い
う
。
）
に
示
さ
れ
て
い
る
中
央
新
幹
線
の
建
設
費
用
に
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
対
策
費
」

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
と
、
中
央
新
幹
線
の
整
備
に
要
す
る
支
出
と
し
て
一
定
の
金
利
負
担
も
見
込
ん
だ
上
で
、
長
期

債
務
残
高
が
五
兆
円
を
上
回
ら
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
中
央
新
幹
線
の
開
業
時
期
の
見
通
し
を
立
て
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

中
央
新
幹
線
を
含
む
新
幹
線
鉄
道
の
整
備
は
、
地
域
間
の
移
動
時
間
を
大
幅
に
短
縮
さ
せ
て
、
関
係
す
る
地
域
社
会
の
振

興
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
事
業
者
」
及
び
「
市
場
調
査
等
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
交
政
審
小
委
員

会
に
お
い
て
需
要
予
測
を
実
施
し
、
調
査
報
告
書
に
示
さ
れ
て
い
る
輸
送
需
要
量
に
つ
い
て
検
証
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

二
の
（
�
）
及
び
（
��
）
に
つ
い
て

四



お
尋
ね
の
「
事
業
者
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
Ｊ
Ｒ
東
海
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
公
益
性
の
高
い
鉄
道
事
業
を
営
む
民
間
企
業
と
し
て
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
必
要
な
情
報
公
開
を
行
っ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
事
業
者
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
Ｊ
Ｒ
東
海
を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、

Ｊ
Ｒ
東
海
は
沿
線
各
県
に
一
つ
の
駅
を
設
置
す
る
方
針
を
表
明
し
て
お
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
考
え
方
を
有
し
て
い
る
と
は

承
知
し
て
い
な
い
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
と
、
米
国
の
ボ
ル
チ
モ
ア
・
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
�
Ｃ
�
間
に
お
け
る
超
電
導
磁
気
浮
上
式
に
よ
る
高
速
鉄

道
整
備
の
実
現
に
向
け
て
、
関
係
者
に
対
し
て
、
積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

現
時
点
に
お
い
て
は
、
超
電
導
磁
気
浮
上
式
に
よ
る
高
速
鉄
道
に
関
す
る
事
業
は
、
中
央
新
幹
線
以
外
に
検
討
さ
れ
て
い

な
い
。

五



二
の
（
�
）
に
つ
い
て

中
央
新
幹
線
の
走
行
方
式
は
現
時
点
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
仮
に
超
電
導
磁
気
浮
上
式
と
す
る
場
合
、
東
京
・
大
阪

間
の
所
要
時
間
が
約
一
時
間
以
内
と
な
り
、
大
幅
な
時
間
短
縮
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
及
び
経
済
社
会
の
活
性
化
等
の
効
果

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
は
、
事
実
関
係
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
の
（
��
）
に
つ
い
て

中
央
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
全
幹
法
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
基
本
計
画
に
お
い
て
、
建
設
を
開
始
す
べ
き
路
線
と
し
て

定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
交
政
審
小
委
員
会
に
お
い
て
そ
の
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
お
り
、
国
土
交
通

省
と
し
て
は
、
交
通
政
策
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え
て
そ
の
整
備
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
交
政
審
小
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
た
中
央
新
幹
線
に
係
る
需
要
予
測
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

が
作
成
し
た
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
（
平
成
十
八
年
十
二
月
推
計
）
」
及
び
「
日
本
の
都
道
府
県
別
将
来
推
計
人
口
（
平

成
十
九
年
五
月
推
計
）
」
を
活
用
し
て
お
り
、
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
経
済
成
長
率
が
零
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
場
合
な
ど

六



複
数
の
ケ
ー
ス
を
前
提
と
し
て
い
る
。

二
の
（
��
）
に
つ
い
て

中
央
新
幹
線
の
駅
の
建
設
費
用
の
負
担
方
法
は
現
時
点
で
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

二
の
（
��
）
に
つ
い
て

環
境
影
響
評
価
法
（
平
成
九
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
お
い
て
は
、
事
業
者
が
そ
の
事
業
の
実
施
に
当
た
り
あ
ら
か
じ
め

環
境
影
響
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
中
央
新
幹
線
の
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
全
幹
法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ

く
国
土
交
通
大
臣
か
ら
の
建
設
の
指
示
を
受
け
た
建
設
主
体
が
、
環
境
影
響
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
る
。

七


